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1緒 言

　禾材は物理的及び機械的諸性質を成長環境に影響され，是は更に二次的に諸陸：質に影響

を及ぼす・従って木材の諸性質は個体間，個体内いつれに於いても非常に大きなバラツキ

を持ち，利用上に種々の懸念を生じる・TRENDELENBURG1）は木材の性質に影響を及ぼす因

子として，

①遺伝的素質（樹種，品種・向地性・向日性），②環境の影響（地質：気候，天候，位

置，生育地の傾斜度，風雪等の外力）及び　③生理機構的影響（樹令，樹幹申の高さ，樹

冠め大きさと形態樹幹の大きさと形態林内での位置）を掲げ，是等の集合さ湛た働き

は木材細胞の量・性質及び配列に影響し組織の種類，膜厚s1繊維長，化学的組成分，物理

的構造・木質化・心材化・木材質の量・細胞配列，及び細胞の種類と形態等に現れて来る
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事を指摘している．

　扱，九州大学北海道演習；林の主要樹種の一つであるミズナラ材々質を検討する目的で

一連の実験を行うが，本報では木材々質の基礎的な性質の一つである比重について得られ

た結果を報告する．

木材の比重に関して従来非常に多くの研究が行はれて居り，SACHS，　J．，HARTIG，：R．，

ScHwAPPAcH，　A．及びDuNLAP，　R等によって木材質の真比重は平均値として約1．56の

・一一一閧ﾈ値を得ている2）が，木材の比重（容積重）は種々の因子に影響を受け，その値に差

異を生じる．BRowN，　H．　P．，　PANsHIN，　A．　J．，及びFoRsAITH，　C．　C．はその著書3）の中で

比重に影響を持つ因子として，①細胞膜物質の密度，②含水率，③木材の抽出成分，④

樹種，⑤同一樹種では成育の地方，位置，樹令，樹幹内の位置（横方向，縦方向），⑥成

長率，成長量等を掲げ，次の様に結論して居る．即ち，

　1）盛る地域の申で，樹木の位置する地理的な揚所とXう事よりは，その樹木の位置する

　場所の環境因子（例えば土壌，土壌含水，立木密度，肥沃度，等々）が木材の比重に重

　大な影響がある．

　2）幼令樹は例外であるが，樹令は木材の比重に高い影響を持たない．

　3）木材の比重は樹’上申の帰着で異る・即ち，例外は存在するが一般に樹’幹に沿って或

　る程度の規則性を持ち，根元から梢立命こ向って比重が減少する．叉，与えられた一つの

　樹高の面では規則性を殆んど示さぬが成長条件に従っている．

　4）木材の比重は必ずしも成長率と直接的な関係は持たないが木材質の質に関係がある

　とし，針葉樹では年輪幅の大きい材が一画面低い比重を示す．広葉樹の場合，環孔材で

　は年輪幅の増加と共に秋意部が増すので比重も増加するが是には秋材の相対的な品質に

　由来する非常に多くの例外が存在する．叉，散孔材では年輪幅と比重の問には殆んど相

　関は存在しないが，平均の比重からの偏差は成長の速度が非常に早いもの或いは遅いも

　のの西方に現れる様である．

TRENDELENBURGはその著書1）の申で木材の比重の差異を　①一つの樹幹の中と，②樹

幹が異るものについて検討をしている．即ち，正常な樹幹であれば前者では針葉樹の場

合，一般に髄附近は別として若年時の緩い成長は大きな比重を生み，速い面長は小さな比

重を生むとし，広葉樹では比重の：最高値は髄に近く存在すると述べている．叉，辺心材別

で比重には明瞭な差を見，一般に着色心材樹は心材が辺材よりも高い比重を持つとしてい

る．縦方向の比重の変化については樹種によって差がある事を指摘している．

　尚，本研究に際し供試木の採取に当っては九大・北海道演習林の矢野虎雄助教授をはじ

め所員の方々に，樹幹析解の外業の部分を当時の学生河原吉晴，黒田義治，古賀孝明，白

浜隆久及び大学院学生叉木義博：の諸君，更に南面の統計処理計算の大部分を古川泰子嬢に

負う所が大であった．深甚なる謝意を表する次第である．

II試　験　方　法

1．試験木の採：販

九州大学・北海道演習林（北海道足寄郡足寄町）産のミズナラ（9uereus　crispula　Blume）

を3揚所からそれぞれ1本宛供試木として冬期（昭和33年12月）に採取した．供試木及

びその採取場所についての概況をTable　1に掲げる・尚，供試木の操取に当っては附近の
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Table　1．　Description　of　Trees　Tested　and　Their　Sites　of　Growth

Symbol
　of
Test
Trees

A

B

C

Test　Tree　Data

Age
（Year）

125

D．B．H．

（cm）
聡tlV溜。

28　，i

127　’堰@29

135 33．5

24．63

20．70

20．77

／O．566

O．449

O．568

Site　Data

Angle　of
Slope
　　（e）

6

4

11

Direction
of　Slope

Toward
the　North

Toward
the　South
（Top）

Soil　Class

Loam

Clayey　Loam

濫劃㎞dy㎞m

立木の平均的な成長を示していると考えられるもめを選んだ．

2．試験片の作製
　伐倒されたミズナラ材の3本のそれぞれにつき断面高0．3，1．3，3．3，5・3，7・3叫……か

ら厚さ約15cmの円板を採り，刷れについて樹幹高山を行ない．更に一円板上で四方向の

それぞれについて各令階（10年毎）別に切離し比重測定用の試片を作製した・尚，此の比

重測定試験片の繊維方向の長さ及び幅は約10mmである．

3．比重測定の方法

　前項によって得た試験片を約103℃に保たれた熱風乾燥機に入れ，十分に全乾状態に達

したものを化学天秤（感量1mg）にて秤量後，清水中に約5日間浸漬した後，　Breuilの水

銀測容器（最少目盛3mm3）で容積を測定した．是等の測定値から次式によって比重を算

出した．即ち，

比重（S・G・）一 ｮ翻畿獣溜t謬｝…・一……・（1）

　尚，此の方法によると面容の際に水銀が材の導管に侵入することによる誤差は十分に除

き得た．

　斯くして，一円板上で一令階について四方向で比重測定を行い，その平均値：を当該円板，

二階での比重とした．

　比重測定は試験片作製の困難性に制約されてA一，：B一，C一試験木のそれぞれについて

断面高が17．3m，15．3m，15．3mまでについて行った．

III試験結果及び検討

1．樹幹部の成長及び成長率

　　樹幹析解によつ．て得た結果のうち7、材積成長量及び材積成長率をFig．1に，樹高成

　長量及び樹高成長率をFig．2に示す．

2．令　階　幅（年輪幅）

　　比重測定用試験片を高階別に切離す前に，各令階（10年輪）幅（＝比重測定試験片

　厚）を各円板で四方向につき測定し，其の平均値をTable　2に掲げる．

3．樹幹内位置での比重の変化

　　樹幹の垂直方向及び水平方向で比重分布状態を検討する．　　　　　　　　　　　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　x
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1）樹幹内の高さと比重の関係

　　令階別に両者の関係を図示するとFig．3の如くなる・即ち，いつれの令階について

　見ても申央部より樹幹下部及び各令階の頂点に向って比重は増加している．この結果

　はHARTIGのEicheについての実験結果1）と一致している・各断面高での各円板の比

重を求め：Fig．4に図示する．尚，円板比重の算出は次式によって行った．即ち，各

　令階の比重，及びそ．の断面積をそれぞれr1，　r2，……r。及びa⊥，　a2，……anとする時，

　円板の比重（R）は

　　　R一斗詳濃≒三　聯匿an一…・一一……………（2）

　で表わされる．

　　以上A，：B，及びCの三試験木いつれについても，樹幹軸方向の比重の推移に大差

　は認められなかった．

2）樹幹内の横方向への位置と比重の関係

　　各樹高断面別に，横方向の位置，即ち令階と比重の間の関係をFig．5に図示する．

　　更に此の実験に用いた試験木ではその樹高の約60％以下の部分が用材として利用

　出来ると仮定し，その部分に含まれる各令階の比重を算禺し：Fig．6に掲げる．尚，
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Fig．2　Height　Growth　of　Test　Trees．

　　その算IEは次式によった．即ち，或る令階の各断面での比重及びその断面積をr1’，　r21

　　……’rnt及びar’，　a2’……anlとする時，その令階の比重（R’）は

　　　　　　rlt．alt＋r2ta2’＋．．．・．．＋rntan’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　．”，，．．”．””．，，・一・（3）　　　　Rノ＝・　　　　　　　　iilT’IIIi］’一a2’＋・，t．，’＋Cln’一’

　　で表わされる．

　　　TRENDELENBuRG1）及びBRowN等3）が示して居る様に通る樹高断面での半径方向の

　　比重の推移は成長状況に影響を受ける事が大きいので普遍的な傾向は得難いが是等の

　　図より一つの断面内では髄に近く高比重が存在し縁辺になる程比重が低下すると云

　　え，是はTRENDELENBURGの述べるところ1）と一致している．然し，」A一試験木のみ

　　は髄附近と縁辺を除いては比重の位置による差が他の二者より小さい様である．

4．樹幹内その比重のバラツキ

　　一般に木材の諸性質は大きなバラツキを持つと云はれ，比重についても前述の如く，

　各因子と関連して比重に差を生じる．そこで本章では樹幹の幹軸方向及び令階について

　の比重のバラツキに検討を加える，
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Table　2．

　　　　　　　　　I

Mean　Width　of　Age－grade　Ring　at　Airdry　Condition． （mm）

Symbol　of
Test　Trees

A

B

C

Hejght　in　a
Tree－trunk

　　　（m）

O．3

1．3

3．3

5．3

7．3

9．3

11．3

13．3

15．3

17．3

o．3

1．3

3．3

5．3

7．3

9．3

ユL3
13．3

O．3

1．3

3．3

5．3

7．3

9．3

11．3

13．3

15．3

AgbGrade　（Year）
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1）寸断面高について見た時の令階に原因する比重のバラツキ

　　樹幹の横方向には種々の幅を持つた年輪が存在し，各令階の間で比重は変動すると

考えられる。そこで各断面高での令階による比重のバラツキの統計値を求めTable　3

　に掲げる．更に，各断面高での比重の令階に原因する変動係数をFig．7に示す．是

等より，比重の令階によるバラツキは樹幹の幹軸方向に明瞭な規則的な傾向を示さな
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Table　3．
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　　Fig．　7　Rel　ationship　between　CoeMcient　of　Variation　of

　　　　　　　Specific　Gravity　and　Height　in　a　Tree－trunk．

　　いが，樹幹軸の中央部ではバラツキにその上下部に比し大きな変動は無いと云えそう

　　である．然し，A一，　B一，　C一試験木のそれぞれについては変動係数に有意差があり，

　　是が環境因子，遺伝因子のいつれによるものか此処では断定し得ない．

　2）一つの令階の幹軸方向への比重のバラツキ

　　　幹軸方向への比重値には規則的な傾向が存在する事を前に述べたが，各比重値の間

　　の関係を得るためにTable　4－A，　Bを得た．尚，　A，：B表はそれぞれの供試断面全

　　部についての結果と，樹高の60％以下の断面について得た結果を示す．更に，各令階

　　の間の比重の変動係数をFig．8に示す．是等より，令階が進むと共に，一つの令階

　　の申での比重のバラツキが大きくなると云える．然し，A一，　B一，　C一試験木のそれ

　　ぞれの聞には有意差は見られない．

5．令階幅と比重の関係

　木材の成長状態を示す値として年輪幅を操りあげ，是と木材の物理的．機械的性質の関

係がしばしば研究されているが，是には年輪幅が比重と湘関々係を持つと云う仮定を前提

としている．然し，此の事は形成されている組織の特質と関連して考えないならば比重が

信頼の置ける木材の諸性質の判断基準としては採用出来ない．そこで，本章に於いては各

試験木について令二幅と比重の相関を検討する．

　環孔材の年輪幅と比重の関係は，FraxinUS　excelsiOr（KOLLMANN），　Hicoria　ovata

（RocHEsTER），　euercus　pedunculata　and　sessililfiora　（HARTiG，　BuRGER，　DEppENMEiER），

euercus　alba　（RocHEsTER），　euercus　boreatis　（RocHEsTER），　Robim’a　pseudacacia　（G6HRE）

についての報告があり，一般に両者の関係は指数曲線で表わされ，年輪幅の増加に伴って
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Table　4． Statistical　Results　about

　　　　　一一　At　／Given

　　　　　　　　　）1
Symbol
　of　F　Age－grade

Test　1　（Year）　il　No．　of

　　　　　　　　　　TestTrees
　　　　　　　　　Heights

A
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B

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
7

1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
2
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1 10
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m
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0
0
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0
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』
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4
6
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1
0
1
0
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0
m
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0
1
0
1
0
1
0

A　（Total　Test　Specimens）

Mear｝　Value

　O．654
　0．640
　0．631
　0．600
　0．607
　0585
　0．607
　0．575
　0．590
　0．595
　0．604
　0．527

gs％　C6i．ifiaed6el

Interval

of　Mcan

　O．042

　0．021

　0．OL3

　0．025

　0．028
　0．029

　0．017

　0．019
　0．020

　0．022

　0．019

　0．026

Specific

C

｛
3
5
7
7
8
9
9
9
9
9
9
9

O．619

0．598

0．603

0，566

0．576

0．546
0．536

0．480

0．500

0．493

0．492

0．448

O．058

0．035

0．oo6

0．016

0．015

0．026

0．023

0．032

0．021

0．025
0．017．

O．013

2
3
5
6
7
8
8
9
9
9
9
9
9
9

O．654

0．639

0．658

0．633

0．601

0．558

0．559

0．543

0．504

0．508

0．539

0．532

0．509

0．424

O．178

0．04s

O．027

0．012

0．010

0．022

0．OI7

0．028

0．025

0．024

0．031

0．018

0．033

0．033

Standard
Deviation

O．0264

0．0199

00157
0．0322

0．0390
0．0408

0．0235

0．0262

0．0278

0．0310

0．0264

0．0360

O．0233

0．0281
0．006t

OP173
0．0181

0，0336

0．0297

0．0418

0．0275

0．0329

0．0228

0．0171

CoeMcient
of　Variation
　（％）

　　菊
　　gig

　　含：廷

　　gis

　　2ig

　　l：葦

　　6．8

諸
節
m
釦
額
面
∬
即
∬
印
緬
鎚

O．0198

0．0191

0．0216

0．0113

0．0111

0．0266

0．0201

0．0359
0．0327

0．0318
0．0401

0．0240
0．0431

0．0434

3．0

3．0

3．3

1．8

1．9

4．8

3．6

6．6

65
6．3

7．4

4．5

8．5

10．2

容積重は最初の間年輪幅1～21nmは急激に増加し，その後一定の値に近づく1）とされて

いる．

　扱，此の実験で得た令階（10年輪）幅と比重の関係をFig．9に掲げる，是よりB一，　c一

試験木では散点の推移が全く重なり合うが，A一試験木ではB一一，　C一一試験木の場合をY一

軸に沿って平行移動した位置関係にある．

　1）一つの令階の申で者えた場合

　　　各令階の中で令階幅と比重の問の相関係数，回帰係数を求め，統計的に有意な：値を

　　得，Table　5に掲げる．是より令階幅と比重の問には非常に高度な相関関係が存在

　　し，又回帰係数と令階の関係はFig・10で表わされる．即ち，上に凸な勉物線で表わ
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Specific　Gravity

Ag鷲｝両gr＆des一

Gravity

B　（Test　Specimens　Prepared　below　the　60％　Height　of　the　Trees）

No．　of
i　Test
，L1t1glgeig！11tss

一
4
6
8
8
8
8
8
8
8
8
8
8

一
3
5
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

2
3
5
6
7
7
7
7
7
7
7
7
7
7

蘭轍
奄X5雇羅疎剛蕊

O．654

0，690

0，631

0．588

0．594

0．575

0．605

0．572
0．589

0．595

0．598

0．532

O．042

0．021

0　013

0．019

0．025

e．021

0．020

0．024

0．026

0．029

0．0工8

0．033

O．0264

iO．0199

0．0157

0．0224

0，0300

0．0250

0．0236

0．0289

0．0312

0．0349
0．0216

0．0392

CoeMcient
of　Variation
　　（％）

0
9
5
8
1
4
9
1
3
9
6
4

石
λ
二
3
氏
4
a
i
i
i
3
エ

O．6　19

0．598

0．603i

O．566

0．572

0529
0．523

0．463

0．503

0503
0．498

0．443

O．654

0．639

0．658

0．633

0．60毫

0554
0．555

0．526

0．492

0．500

0．542

0532
0．496

0．420

O‘OS8

0．035

0．006

0．016

0．015

0．011

0．013

0．024

0．029

0．023

0．016
0．016

3
1
1
3
7
8
3
6
9
1
6
0

3
8
6
7
6
1
4
5
0
5
7
7

2
2
0
1
正
1
1
2
3
2
1
1

0
0
0
0
0
0
0
n
O
O
O
O

O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O
O

一
〔
え
し
3
2
二
2
i
6
i
a
3

8
7
0
1
9
2
7
5
1
0
6
8

O．178

0．048

0．027

0．012

0．OIO

O．024

0．018

0．015

0．013

0．027

0．042

0．025

0　033

0．046

0．0正98

0．0191

0．OZI6
0．OI　13

0DIll
O．02Sg
O．OlgC）

O．Oi62

0，0230

0．OZ96

0．0456

0．0275

0．0356

0．0493

3．0

3．0

3．3

1．8

1．9

4．7

3．4

3．1

4．7

6．0

8．4

5．2

7．2

11　1

され，回帰係数が極

大値となる狂宴では

Fig．9の傾斜の勾配

が大となり，その左

右の令階では：Fig、9

の傾斜の勾配が小と

なる事を示す．尚，

Fig．10よりA一，　B一一，

C一試験木のそれぞ

れの閥にはFig．9の

傾斜の勾配に差は見

られない事が判る，

2）一づの断面の中で

　　耐えた場合

　各断面の申で令階

幅と比重の相関係

数，回帰係数を求め

統計的に有意な値を

得たのでTable　6に

掲げる．是より一つ

の断面の申で｛も譜面

幅と比重の間には非

常に高度な相関関係

が存在し，又両者の

回帰係数と樹高率と

の問の関係は：Fig．11

に示す．即ち，樹幹

の梢に向ってFig．9

の傾斜部分の勾配が

大きくなる♂尚，一一＾

つの断面の申では

A一・，B一，　C一試験木のそれぞれの間にFig．9の傾斜の勾配に差がない事が判った．

6．平　均　比　重

　前章までに述べた様に，各樹幹の中で比重は位置により差を持っており，各々の樹幹の

平均比重を算出し，比較する事には種々の問題点が存在する．そこで，本章では此の実験

に用いられた試験木で用材として利用されるのは樹高の60％以下の部分であると仮定し，

その部分の値について検討を進める．樹幹の平均比重Rmは各断面に於ける比重，及びそ

の断面積をそれぞれR1，　R2，……R。及びAi，施，……Anとする時，

　　　R鴇一鷺鑛主÷綴塾一・・一…（4）
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Table　5． Relationship　between　Width　of　Age－grade　Ring　and　Specific

Gravity　at　Gi．　ven　Age－grades．

Symbol
of　Test
Trees

A

B

Age－grade

（Year）

0
0
0
0
0
0
0
0
0
0

3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

　
　
　
　
　
　
　
1
■
－
云
－

30
40
50
60
70
80
90
100
110
120

No．　of
Test
Heights’

4
6
7
9
9
0
0
0
0
0

　
　
　
　
　
1
1
1
」
．
－
』
－
．

　　Width　of
Age－grade　Ring

　　　　〈mm）

3
6
7
8
．
8
8
8
8
8
8

16．0

13．6

7．5

7．9

6．3

7．2

6．2

7．2

7，1

7．8

18．9

17．2

9．4

9，9

7．0

6．4

5．0
6．　．6

7．0

7．1

Specific

　　G：avity

t

Correlation

Coe茄cieot

O．636

0．630

0，586

0．601

0．574

0．607

0．575

0．589

0．59S

O‘604

O，617

0．601

0．566

0．576

0．539

0．530

0．471

0．501

e．sol

O．498

O．9811

0，9786

0．9987

0．9873

0．9972
0．9967’

O．9946

0．9923

0．9924
・O．9969

0．9870／

O．9872

0．9878

0．9979
0．9965

0．9990

0．9976

0．9771

0．9953
0．9978

Regression

CoeMcient

C

1
　
　
1
　
1
　
■ 50
60
70
80
90
100
110
120
130

噌
．
「

一
　
　
　
　
　
h

4
7
8
8
9
9
9
9
8

13．　．4

7．4

8，9

7．2

5．9

6．1

7．4

7．7

6．8

O．604

0．554

0．562

0．534

0．504

0．508
0．S39

0．532

0．504

O．9922

0．9856

0．9813
0．9967

0．9899

0．9863

0．9782

0．9807
0．9902

O．0383

0．0443

0．0775

0．0733

0；0905

0．0837

0，0913
0．080工

O．0822，

0．0776

0．0582

0．0340

0．0585

0．0578

0；0764

0．0832
0．0943

0．0715

0．0708
0．0699

一 O．0443

0．0730

0．0609

0．0737

0．0843

0．0805

0．0688

0．0662
0．0731

Table　6． Relationship　between　Width　of　Age－grade　R．ing　an，　d　Specific

Gravity　at　Given　Heights

Symbol
of　Test
Trees

Helght　in　a　l

i　Tree－trunk　・i／’

1　（m）

O．3

1．3

3．3

5．3

7．3

9．3

11．3

13．3

15．3

17．3

No．　of

Age－
Grades
－
　
」
　
　
　
層
1
1
判
．
一

　
　
　
　
　
一

　
　
　
　
　
　
　
　
1

1
0
0
0
9
9
8
7
7
5

¶
五
．
1
1
1

　　Width　of
Age－grade　Ring

　　　　（mm）

Specific

　　Gravity

11．4

8，4

8．2

8．8

8．2

8．　．5

6．7

6．5

72
72

O．650

0．602

0．592

0．597

0．636

0．639
／O．643

0．656
0・．608

0．600

Correlation

CoeMcien　t

A

1　
」
‘

　
　
　
「

i O．9002
0．9731

0．9499

0．9048

0．9517
0，9260

0．9952

0．9418

0．9735

0．9956

　　　　　　　pt…

Regrossion

Coe伍cient

B

O．0456

0．os77

0．0647

0．0549

0．0649

0．0583

0．0856

0．0883

0．0788
0．0828

O．3

1．3

3．3

5．3

7．3

9．3

11，3

13．3

0
0
0
9
9
9
8
7

1
1
1
⊥
．

10．1

9．0

9i5

7．7

8．2

8，4

7．9

7．1

O．556

0．538

0．537

0．511

0．S16

0．526

0．S35

0．539

1

O：9520
0．9362

0．9120
0．9568

0．8746

0．9278

0．9730
0．9851

O．0490／

O．0520
0．0456

0．0592
0．・0466

0．0524
0，0633

0，0728
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Fig．　10　EfTect　of　Age－grade　en　Regression　CoeMeient

　　of　Width　of　Age－grade　Ring　on　Specific　Gravity．

一

で表わされる．斯くして得られた値をTable　7に掲げる．是より，　B・一・，　C一試験木は平均

比重に差がなく，A試験木は此の二者よりも大きい比重を示している．

IV　結 論

　九州大学・北海道演習；林のTable　1に記した3；個所より採取したミズナラ（＠uereus

erispula　Blume）材の比重について検討を加え次の様な結果を得た．尚，樹幹の材積及び

樹高成長量，成長率をFigures　1，2に示す．又，本報告では一令階を10年としている．

1．樹幹軸方向へ見た時，申央部で低い比重を示し，樹幹上方及び下方へ向って比重は増加

　し，3本の試験木でその推移に大差は認められない．（Figuros　3，4）
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Effect　of　Heigh　t　in　a　Tree－trunk　on　Regression　Coefficient

of　Width　of　Age－grade　Ring　on　Specific　Gravity，

．oovr　100

Tab1e　7．　Mean　Speoific　Gravity

Sped五。　Gravity
Symbol　of

sest　Treβs． Mean　Value
95％Confid　ence
@　Interval
@　of　Mean

Standard　　　」　　　　　　　　9　Dovlatlon Co¢facient
盾?@Variati（搬

@　（％）

A
B
C

O．594

0．526

0．S41

r

一 。．02e

O．016

0，026

O．0243

0．0178

0．0278

4，1

3．4

5．1

2，一つの断面では髄より皮部方向へ比重は低下する傾向がある．A一一試験木に於いての

　み，その推移の傾斜が他の二者より小さい様である．（Figures　5，6）

3．令階に原因する比重のバラツキは幹一方向に判然とした傾向は示さないが，幹軸申央部

　でその上下細こ比してバラツキの大きな変動は無いと云えそうである．（Table　3，　Fig．7）

　　叉，3本の試験木の聞には，それぞれの変動係数に有意差があるが，これは環境因子

　に．よるものか遺伝因子によるものか断定出来ない．

4．一つの三階の中での幹軸方向への比重のバラツキは令階が進むと共に増加する．：叉，3

　：本の試験木のそれぞれの聞シこは有意差は認められない．（Fig．8）

5．令階幅と比重の関係を：Fig．9に示す．（尚，首述の通り本報告では一令階を10年に採

　つているので便宜的には1／10令階を1年としてもよい．）両者の間には非常に高度な相

　関々係が存在している・（Tables　5，6）

　　令階と令階幅比重の回帰係数の関係は上に凸な拗物線で表わされる。（Fig．10）叉．f

　3本の試験木の間には回帰係数に有意差がない．
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　　樹幹申の高さが増せば令階幅比重の回帰係数は大きな値となる．（Fig　11）叉，3本の

　試験木の間には回帰係数に有意差がない．

6．樹高の60％以下の部分が用材として利用出来ると仮定した時，B一一，　C一試験木に差が

　なくA一一試験木は前二者よりも大きい比重を示す．（Table　7）

以上は，3個所のそれぞれより1本宛選木して得た実験結果であり，直ちに試験木の性

質と立地とを関係づける事は不可であるが，今後の実験の指針として十分なる価値を持つ

ものと判断する．
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R．もsum6

　　　The　specifi／c　gravity　determined　in　this　investigation　was　based　on　the

weight　and　the　green　volume　measured　by　’“Volumenmesser　nach　Breuil”

t／pst　pieces　were　saturated　with　water　and　computed　by　Formula　（1）．

　　　The　resu工ts　obtained　in　this　investigation　are　summarized　as　foUows＝

1
）

　　　in　Figures　1　and　2．

　　　　It　has　been　said，　that　there：are　differences　in　the　physical　and　mechanical　proper－

ties　of　woods　grown’　in　different　locations’．　Hence，　the’　authors　investigated　the　specific

gravity　of　MIZUNARA　（euercus　erispula　Blume）　grown　in，’HokkaidQ．　Table　1　gives

the　description　cf　test　trees　and　their　sites　of　growth．．

　　　The　test　pieces　to　determi．e　the　specific　gravity　for　each　age－grade　with，　were

separated　from　disks　that　were　obtained　at　O．3，　1，3，　3．3，　5．3m．．．．．．．．．．heights　in　a　tree－

trunk　above　the　ground．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一　．　k　．　一
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The　rate．　and　quantity　of　the　volumetric　growth　and　the　height　growth　are　showエ1

The　widths　of　age－grade　（10　years）　rings　are　shown　in　Table　2．

The　test　trees　decreas・e　in　the　specific　gravi”ty　with　increasing　distance　above　the

ground，　and　increase　with　increasing　distance　above　the　middle　of　the　tree　height．

（See　Fig．　3）　Figure　4　shows　the　specific　gravity　computed　by　Formula　（2）．　There

was　n．　o　particular　difference　in　the　stat　e　of　specific　gravity　among　the　three　test

trees　as　shown　in　Fjg．　4．

In　a　cross－sectio血　of　tho　tree－trunk　at　a　height，　the　specific　gravity　decreases

outward　along　the　radius．　This　tendency　is　more　conspicuous　with　B－and　C－trees

than　with　A－tree．　（See　Fig．　5）

Figure　6　shows　the　relationship　between　the　mean　specifie　g．　ravity　computed　by

Formula　（3）　and　the　age－grade．

It　seems　that　the　var　iation，　coeMcients　of　variation　due　to　agegrades，　of　the

specifie　gravity　at　a　given　height　is　not　distinctly　affected　by　the　height　in　a　tree－

trunk，　but　it　may　be　said　that　there　is　littl　e　variation　at　t，he　middle　of　the　tree．

（See　Table　3　and　Fig，　7）

There　are　significant　differences　in　the　coeMcients　of　variation　of　s　pecific　gravity

among　the　test　trees．

At　given　agegrades，　the　variation，　coefficients　of　variation　due　to　h　eights　in

a．　tree－trunk，　of　the　specific　gravi’ty　increases　with　increasing　age－grade，　but　there

is　no　significant　・difference　among　the　test　trees．　（See　Table　4　and　Fig．　8）

The　relationship　between　the　width　of　age－grade　rings　and　the・　specific　gravity　is

shown　in　Fig．　9，　and　the　statistical　results　in　Tables　5　and　6．

The　relationship　between　th．　e　age－grade　and　the　regression　coedicient　of　the　width

of　age－grade　ring　on　the　specific　gravity　is　shovvn　in　Fig．　10．

The　rela．tionship　between　the　height　in　a　tree－trunk　and　the　regression　coeff．　icient

of　the　width　of．　age－grade　ring　on　the　specific　gravity　is　shown　in　Fig．　11．

There　is　no　signifieant　difference　in　the　regression　coeMcient　・of　the　age－grade　on

th：　specific　gravity　among　the　test　trees．

The　mean　specific　gravities　of　the　test　trees　computed　by　Formula　（4）　are　shown

in　Table　7．


